








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































営業利益 9，500 16，600 1！，300
一554一
製造間接費に関する覚書　931
※棚卸資産に含まれる固定製造間接費は単位当たり￥4で，
　業度に基づいている。
これは100％の最大操
例④　上記3計算例の要約
　　　　　　　　　　第1年度
売上高　　　　　　　　　7，000
生産高　　　　　　　　　7，500
棚卸資産の変動　　　　　十500
各能力水準における利益額の変動：
実際能力　　　　　　￥10，000
平均能力　　　　　　￥ユO，OOO
最大能力　　　　　　￥9，500
第2年度
　7，500
　8，500
十1，000
￥15，500
￥17，600
￥16．600
第3年度
　7，500
　6，500
－1，500
￥13，500
￥　9，800
￥11，300
合　　計
　22，000
　22，500
￥39，000
￥37，400
￥37，400
　例④から知られることは3年間の合計額は平均能力，最大能力とも一致している。
これは2種類の能力水準における期首棚卸資産に賦課される固定費と期末棚卸資産に
含まれる固定費が対応していることが予定されている。実際操業度による計算例は他
の水準による計算例よりも総利益額で￥1，600上回っている。これは3年間について
の棚卸資産に含まれる固定製造間接費の増加によるものである。
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